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なお、データのダウンロードにはパス
ワードが必要となり、パスワードは電子入
札システムの個々の調達案件概要（備考欄）
に掲載する。
また、電子入札システムを導入していな
い入札参加希望者に対してもパスワードを
通知するので、データのダウンロードを希
望する場合は担当部局まで問い合わせする
こと。
入札公告及び設計図書等は、訂正・取消
をする場合があり、訂正・取消を行ったと
きは、入札情報公開システムにて掲載する。

 参加表明書の提出期限及び方法
 提出期間 平成30年４月16日（月）から
平成30年４月26日（木）までの土曜日、日
曜日及び祝日を除く毎日10時00分から16時
00分まで
 提出方法 電子入札システムにより提出
すること。ただし、電子データの容量が２
ＭＢを超える場合又は契約責任者へ届出を
行った場合は、５の期間に、５に郵
送（書留郵便に限る。）すること。なお、郵
送による場合には（正）１部及び（副）と
して電子データ（ＰＤＦ及びエクセルファ
イル）を格納したＣＤＲ１枚を提出する
ものとする。

 技術提案書の提出期限及び方法
 提出期間 平成30年７月２日（月）まで
の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日10時
00分から16時00分まで
 提出方法 電子入札システムにより提出
すること。ただし、電子データの容量が２
ＭＢを超える場合又は契約責任者へ届出を
行った場合は、５の期間に、５に郵
送（書留郵便に限る。）すること。なお、郵
送による場合には（正）１部及び（副）と
して電子データ（ＰＤＦファイル）を格納
したＣＤＲ１枚を提出するものとする。

６ その他
 手続において使用する言語及び通貨は、日
本語及び日本国通貨に限る。

 契約保証金 納付
ただし、有価証券の提供又は金融機関等の
保証をもって契約保証金の納付に代えること
ができる。また、公共工事履行保証証券によ
る保証を付し、若しくは、履行保証保険契約
の締結を行った場合又は完成保証人を付した
場合は、契約保証金の納付を免除する。
 契約書作成の要否 要
 関連情報を入手するための照会窓口は、５
に同じ。
 ２に掲げる調査等競争参加資格の認定を
受けていない者も５により参加表明書を提
出することができるが、その者が技術提案書
の提出者として選定された場合であっても、
技術提案書を提出するためには、技術提案書
の提出の時において、当該資格の認定を受け
ていなければならない。
 外国における技術者資格をもって申請する
場合には、別途国土交通省総合政策局建設振
興課における建設コンサルタント業務に関す
る国土交通大臣認定を受けた者のみを認める
ものとする。なお、参加表明書の提出期限ま
でに当該認定を受けていない場合にも参加表
明書を提出することができるが、この場合、
参加表明書提出時に当該認定の申請書の写し
を提出するものとし、当該業者が選定を受け
るためには選定通知の日までに大臣認定を受
け、認定書の写しを提出しなければならない。
選定通知の日は平成30年５月22日（火）を予
定している。
 参加表明書の提出者が１者で、技術提案書
提出者選定時の評価項目「企業の経験及び業
務実施能力」、「業務実施体制」、「予定技術者の
経験及び業務実施能力」の評価に『選定しな
い』に該当する項目が無い場合は、技術提案
書の提出及び業務への取り組み姿勢（ヒアリ
ング）を省略し、その１者を見積提出者とし
て特定する。特定通知の日は平成30年５月22
日（火）を予定している。
 選定通知後にヒアリング参加者が１者で、
技術提案書提出者選定時（１次選定）の評価
項目「企業の経験及び業務実施能力」、「業務
実施体制」、「予定技術者の経験及び業務実施
能力」の評価に『選定しない』に該当する項

目が無い場合は、業務への取り組み姿勢（ヒ
アリング）を省略し、その１者を見積提出者
として特定する。
 技術提案書のヒアリングを行う。
 詳細は説明書による。
７ Summary

 Official in charge of the contract of the

procuring entity : Ryoichi Gejima, Director

General of Tokyo Branch, Central Nippon

Expressway Company Limited

 Classification of the services to be pro‑

cured : 42

 Subject matter of the contract : Re‑

inforcement basic design of the Tomei Ex‑

pressway Fukasawa bridge other 3 bridges

 Time‑limit to express interests : 4 : 00

P.M. 26 April 2018

 Time‑limit for the submission of tenders :

4 : 00 P.M. 17 August 2018

 The language used for application and

inquiry shall be Japanese

 Contact point for tender documentation :

Contract team, corporate Department.

Tokyo Branch, Central Nippon Express‑

way Company Limited 431, Tora‑
nomon, Minato‑ku, Tokyo, 1056011 Tel.
0357765600

競争参加者の資格に関する公示

鹿児島第３合同庁舎建築その他工事に係る特
定建設工事共同企業体としての競争参加者の資格
（以下「特定建設工事共同企業体としての資格」
という。）を得ようとする者の申請方法等につい
て、次のとおり公示します。
平成 30 年４月 16 日

九州地方整備局長 増田 博行
◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 40
１ 工事名
鹿児島第３合同庁舎建築その他工事

２ 工事場所 鹿児島県鹿児島市山下町13番10号

３ 工事内容
（Ａ工事）
工事内容：鹿児島第３合同庁舎の新築工事及

び関連工事、既存鹿児島地方合同
庁舎の一部改修工事、既存車庫等
のとりこわし工事を行う。

建物用途：庁舎
構 造：鉄骨鉄筋コンクリート造
建物規模：延べ面積 5457、地上５階建

地下１階
敷地面積：8203
（Ｂ工事）
工事内容：鹿児島第３合同庁舎の新築工事及

び関連工事、既存鹿児島法務総合
庁舎のとりこわし工事を行う。

建物用途：庁舎
構 造：鉄骨鉄筋コンクリート造
建物規模：延べ面積 6131、地上５階建

４ 工期
本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確
保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等
の準備を行うことができる余裕期間を設定した
工事である。
余裕期間内は、主任技術者又は監理技術者を
設置することを要しない。また、現場に搬入し
ない資材等の準備を行うことができるが、資材
の搬入、仮設物の設置等工事の着手を行っては
ならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注
者の責により行うものとする。
工期：平成30年８月30日から平成34年11月11日

まで
（余裕期間：契約締結日の翌日から平成30年８

月29日まで）
（指定部分：Ａ工事、平成32年11月16日まで）
なお、低入札価格調査等により、上記の工事
の始期以降に契約締結となった場合には、余裕
期間は適用しない。
５ 申請の時期
平成30年４月17日から平成30年４月27日まで
（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）。
なお、平成30年５月１日以降当該工事に係る
開札の時まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）
においても、随時、申請を受け付けるが、当該
開札の時までに審査が終了せず、競争に参加で
きないことがある。
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